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いろんな理由をつけられて

いろんな理由をつけられて

暴⼒が降りかかる

いろんな理由をつけられて

私の体、影

いろんな理由をつけられて

私の⼈生、墓

　　どこかに行けば　うまくいく

答え方が悪ければ　また始まる

黙れば　おさまる

出て行けば　ひどいことになる

戻れば　傷つけられる

出て行かなければ　ずっと続く

死ねば　終わる

なにもかもぶちまければ　やっかいなことになる

どこかに行けば　うまくいく

従わなければ　救われる

告発すれば　なんとかなる

勇気を出せば　すべてが変わる

生きていけば、どこかに行けば　うまくいく




